
（様式12） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,210,000 24,210,000 24,210,000 横浜市より
0 0 0

62,000 62,000 62,000
0 0

577,000 0 577,000 0 577,000
印刷代 120,000 120,000 120,000
自動販売機手数料 349,000 349,000 349,000
駐車場利用料収入 0 0
その他（広告ラック収入・預金利息） 108,000 108,000 108,000

24,849,000 0 24,849,000 0 24,849,000
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

16,008,000 0 16,008,000 0 16,008,000
14,497,000 14,497,000 14,497,000 館長・副館長及び時給職員12名

1,272,000 1,272,000 1,272,000
216,000 216,000 216,000 常勤職員

11,000 11,000 11,000 常勤職員
12,000 12,000 12,000

0 0 0
1,602,000 0 1,602,000 0 1,602,000

10,000 10,000 10,000 出張旅費
511,000 511,000 511,000 事務消耗品費   コピー機パフォーマンス料

5,000 5,000 5,000
0 0 0

172,000 172,000 172,000 電話代・郵送料・NHK受信料・プロバイダー料
203,000 0 203,000 0 203,000

横浜市への支払分 22,000 22,000 22,000 目的外使用料等
その他 181,000 181,000 181,000 複合機　AED

0 0
630,000 630,000 630,000

5,000 5,000 5,000
36,000 36,000 36,000

4,000 4,000 4,000
0 0

1,000 1,000 1,000
25,000 25,000 25,000 地域イベントの協力費等

320,000 0 320,000 0 320,000
320,000 320,000 320,000

0 0 イベントの実施
3,136,000 0 3,136,000 0 3,136,000
1,830,000 0 1,830,000 0 1,830,000

電気料金 780,000 780,000 780,000
ガス料金 880,000 880,000 880,000
水道料金 170,000 170,000 170,000

173,000 173,000 173,000 日常・定期清掃費
360,000 360,000 360,000
192,000 192,000 192,000
581,000 0 581,000 0 581,000

空調衛生設備保守 117,000 117,000 117,000
消防設備保守 50,000 50,000 50,000
電気設備保守 111,000 111,000 111,000
害虫駆除清掃保守 58,000 58,000 58,000 衛生管理
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 245,000 245,000 245,000 PC環境保守、植栽管理

0 0 0
1,803,000 0 1,803,000 0 1,803,000

0 0 0
1,803,000 1,803,000 1,803,000

0 0 0
0 0 0

1,980,000 0 1,980,000 0 1,980,000
1,980,000 1,980,000 1,980,000 労務・経理等の本部事務経費

0 0 0
0 0 0

24,849,000 0 24,849,000 0 24,849,000
0 0 0 0 0

62,000 0
320,000 0

 258,000 0

349,000 0
22,000 0

327,000 0

差引

自主事業費収入

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

その他（　　　　　）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分
当該施設分

ニーズ対応費
支出合計

公租公課
事業所税
消費税
印紙税

共益費

機械警備費
修繕費
清掃費

設備保全費

施設賠償責任保険

備品購入費

職員等研修費

手数料
委託料

事業費
地域協力費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

振込手数料

自主事業費
管理費

光熱水費

印刷製本費
通信費

消耗品費

図書購入費

会議賄い費

事務費

使用料及び賃借料

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

旅費

退職給付引当金繰入額

収入合計

科目

人件費
給与・賃金
社会保険料
通勤手当

自主事業収入
雑入

令和7年度　「桜ヶ丘コミニュティハウス」　収支予算書兼決算書
(R7.4.1～R8.3.31）

科目

指定管理料
利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入







































（様式３）

団体名

①募集対象

②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

幼児・小学生・一般

1.季節の折紙教室 10人×2回

年２回 100円

幼児と保護者

2.子育てサロン ８組／回

年10回 無料

一般

３.マージャンday ３卓／回

年12回 無料

一般

４.スマホ体験会・勉強会 10人／回

②企画×各2回 無料

幼児・小学生・一般

12人

無料

小学生、他

６.体験 理科教室 10人×2

500円

小学生

7.図書室で働いてみよう ８人

無料

小学生

8.夏休み手芸・工作教室 10人×2

500円

一般（幼～成人）

９.桜まつり 200人

サークル発表会・展示会・体験会　 無料

一般

10.桜ケ丘コンサート 40人

300円

幼児・小学生・一般

20組

200円（大人）

幼児～一般

12.音の森林浴コンサート 40人

300円

一般

13.もの作り体験会 10人／回

年４回 有料

横浜市桜ケ丘コミュニティハウス自主事業計画書

一般社団法人 保土ケ谷区区民利用施設協会

事業名

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

総経費
収入 支出

9,000 7,000 2000 7000 2,000 0

43,000 43,000 0 35,000 4,500 3,500

6,000 6,000 0 0 0 6000

10,000 10,000 0 10,000 0 0

５.紙飛行機を
　　作って飛ばそう

8,000 8,000 0 6,000 2000

1,000 1,000 0 0 1,000 0

0

20,000 10,000 10,000 10,000 10,000 0

20,000 20,000 0 10,000 5,000 5,000

26,000 20,000 6,000 10,000 10,000 6,000

2000

10000

2,000

12,000 20,000 0

18,000 10,000 8,000 10,000 8,000

30,000 18,000 12,000 20,000 0

11.みんなde
             楽しむコンサート

16,000 12,000 4,000 14,000 0

22,000 10,000



（様式３）
①募集対象

②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

小～成人

14.地域コーディネイト事業 10人×2

年２回 無料

幼児・小学生・一般

15.お楽しみ人形劇 20人

0円

一般

16.サークル支援活動　 5人×４

（体験会他）　　 無料

幼児・小学生

60人

無料

幼児～一般

18.おはなしの会 20人×2

年２回 無料

幼児・小学生・一般

19.こどもフェスタ 延８0人×２

（一部有料プログラム） 　

幼児～一般

20.こどもワークショップ 40人

300円

事務費（保険料等）

　

320,000 258,000 62,000 208,000 52,500 59,500

事業ごとの事業内容等を様式４に記載してください。

0

14,000 14,000 0 10,000 4,000

0 14,000 0

15,000 15,000 0 15,000 0

0

17.読書スタンプラリー

3,000 3,000 0 0 2,000 1000

14,000 14,000

20009,000 9,000 0 7,000 0

12,000 4,000 8,000 0 4,000 8,000

14,000 14,000 0 10,000 2,000 2000

10,000 10,000 10,000

合　　　　計

事業名

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

総経費
収入 支出



（様式４）

団体名

事業名

１.季節の

    折紙教室

事業名

２.子育てサロン

事業名

３．

マージャンｄａｙ

事業名

４.スマホ体験会

　　　同　相談会

横浜市桜ケ丘コミュニティハウス自主事業別計画書（単表）

一般社団法人 保土ケ谷区区民利用施設協会

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て、同環境づくりの支援
【目標】
・当館で活動するサークルの講師や会員の指導の下
　折紙による季節の飾付けを（親子で）楽しんで頂く。
【内容】
・「こどもの日」に向けて、鯉のぼりや兜、あやめ等の
　  折り方、飾り方の工夫を楽しく学んで頂く。
・「七夕」に向けて、折紙で作った笹飾りや願いごとを
　  書き入れた短冊を飾り付けて持って帰ってもらう。

４月、７月

　（２回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て、同環境づくりの支援
【目標】
・未就学の子供とそのお母さん・お父さんに、
 「いっしょに遊べる場所｣｢相談できる機会」を提供
【内容】
・月に1回、主任児童委員を招いて、未就園児と保護者を
  対象にみんなで遊んで頂いています。お子様同士だけ
  ではなく親同士も仲間づくりを楽しんでいます。

１期：
５月、６月、７月
２期：
９月、10月、11月
※12月：イベント
３期：
１月、２月、３月

　（１０回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・高齢者を中心に、近隣住民の集い、楽しむ場づくり
【目標】
・サークルに所属していない方に、遊び場、仲間作りの
　機会を提供する。
【内容】
・月に1回、会場・雀卓等を用意・提供して、麻雀を楽し
　みに来てくれる方を募集。
・初心者向けにはサークルの会員がボランティア指導、
　既存サークルへの参加勧誘を推進していく。

毎月第２水曜開催

　（１２回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・高齢者を中心に、スマホ（利便機能）活用を推進
【目標】
・スマホメーカーやボランティア団体（パソボラ：アワ
　ーズより紹介）の協力を得て、スマホに気軽に触れて
　頂く機会や相談の場を提供する。
【内容】
・体験会は、不慣れな年配者に安心してスマホの基本的
　な操作を体験して頂く。
・相談会は、テーマを設けスマホの使い方を講習頂き、
　参加者からの悩みに対する対処法を教えて頂く。

上半期（５-６月）

　体験会（２回）

　相談会（２回）



（様式４）

事業名

５.紙飛行機を

　作って飛ばそう

事業名

６．体験

　　理科教室

事業名

７．図書室で

　働いてみよう

事業名

８．夏休み

　　モノづくり

　　　体験教室

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て、同環境づくりを支援
【目標】
・連合自治会の青少年指導部会のご協力の下、区の大会
　への参加用｢紙飛行機]作り、試験飛行を楽しんで頂く。
【内容】
・青少年指導部から提供のあった紙飛行機の型紙を親子
　で切り抜き、組み立てて、廊下で飛ばしてもらう。
・小さいお子様には、折紙の紙飛行機や小さい紙飛行機
　をゴム箸で飛ばして、一緒に楽しで頂く。

６月（１回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て、同環境づくりを支援
【目標】
・用意した教材を組み立てて、こども達に科学のふしぎ
　に興味・関心を持ってもらいたい。
【内容】
・日立横浜理科クラブの協力の下、モノづくりを通して
　光の屈折や、電気や磁気のはたらき等を体験頂き、
　理科の原理や応用を学んで頂く。

ＧＷ、夏休み

　　（２回）

【目的】
・子育て支援、地域理解・幅広い世代間交流
【目標】
・夏休み、小学生を対象に当館で「図書スタッフ｣業務を
　体験いただきます。
【内容】
・貸出しや返却作業の体験、図書をどう並べているのか
　理解頂き、最後にお友達にお勧めの図書を1冊選んで
　もらい、どんな本かがわかるよう｢推薦ＢＯＯＫ袋｣を
　作って貰います。

７月（１回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て、同環境づくりを支援
【目標】
・夏休みのお子様が楽しんで頂けるよう、手軽に作れる
　手芸や木工の親子体験教室を開催しています。
【内容】
・手芸教室：当館のお母さんスタッフが講師となって、
　手軽に作れる身の周りの小物作りを楽しむ。
・木工教室：地元の講師が用意・加工した材料を組み
　立て、もの作りの楽しさを感じて頂く。
　

８月（各１回）



（様式４）

事業名

９.さくら祭り

事業名

10.桜ケ丘

コンサート

事業名

11.みんなde

楽しむ

コンサート

事業名

12.音の森林浴

コンサート

目的・目標・内容等 実施時期・回数

目的・目標・内容等 実施時期・回数

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・高齢者を中心としたサークル活動の支援
【目標】
・当館で活動するサークルによる成果発表会。
・成果を披露する場を設けることで｢励み｣として頂く。
・展示・体験会も設け、新たな参加者を募る機会として
　も活用頂く。
【内容】
・各サークルによる合唱・演奏・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ等の発表会と
　隣接会場等で作品展示会・体験会を開催。

９月（１回）

【目的】
・高齢者を中心に幅広い世代で音楽鑑賞を楽しんで頂く。
【目標】
・本格的な演奏会を気軽に聞いて頂ける機会を、近隣住民
　や利用頂いているサークル会員・同家族に提供する。
【内容】
・当館で活動するサークルの講師たち（いづれもプロ）
　によるコンサートの開催。

年末 もしくは 年始

　　（１回）

【目的】
・子育て、同環境づくりを支援
【目標】
・音楽教室の先生方による、小さなお子様も一緒になっ
　て楽しめるコンサートの開催。
【内容】
・客席の半分はマットを敷いて、こどもが寝転がったり、
　声を上げても大丈夫。こどもが喜ぶ曲も交え、音遊び
　やおもちゃの楽器も配って、プロの演奏を親子で気軽
　に楽しんでいただけます。

１０月（１回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・高齢者を中心に幅広い世代に音楽鑑賞を楽しんで頂く。
【目標】
・本格的な演奏を気軽に聞いて頂ける機会を、近隣住民
　や利用頂いているサークル会員・同家族に提供する。
・R5年度は「チャリティ」イベントとして活用。
【内容】
・地域の音楽普及指導者（学園通りコンサート等）の方が
　プロの演奏家をお誘い頂き、毎年コンサートを開催。

３月（１回）



（様式４）

事業名

13.地域コ－ディ

ネ－ト事業

事業名

14.もの作り教室

　

事業名

15.サークル　

支援活動

事業名

16.お楽しみ

　　　　人形劇

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て支援、地域理解・幅広い世代交流
【目標】
・地域で大事にしたい施設や活動を取り上げ往訪・体験、
　守り育てる活動の大事さを理解してもらう。
【内容】
・R5年は、支援ボランティアと共に里山保護活動を見学、
　伐採材を用いたクラフト作り等を体験。
・R6年は、好評であった伐採材を用いたクラフト作りを
　通して、横浜の水源地での森林保護活動を紹介。

５月、10月

　（２回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・幅広い世代で楽しめ、もの作りを通し交流を深める。
【目標】
・地元の講師の協力の下、手軽に自分の作品づくりを楽
　しみ、親子や仲間同士で互いの作品を愛でたり、身近
　な方への贈り物として活用頂く。
【内容】
・ポーセリンアート教室：敬老の日・雛祭り前に開催。
・木工・工芸教室：Ｘ'mas前に開催。
・アロマクラフト・お菓子作り教室：ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝday前に開催。

9月、11/12月、2月

　（４回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・高齢者を中心に活動するサークルの運営基盤を支援
【目標】
・高齢化やコロナ禍の影響等により会員が減少する中、
　新たなサークル会員を募る支援を行う。
・新たなサークル立上げについての相談対応
【内容】
・当館自主事業として会員募集サークルの体験会を実施。
・補助金申請の指導や周知機会の提供協力等。
・サークル立上げに向けた体験会(自主事業）の開催、他

サークルの意向に
沿って随時開催。

目標：
・体験会／年４回

【目的】
・子育て、同環境づくりを支援
【目標】
・小さなお子様と一緒に親子で楽しんで頂ける人形劇
　を開催、身近な場所で鑑賞会を体験頂きます。
・地元ボランティア劇団への活動の場の提供。
【内容】
・地元を中心に活動されている人形劇団の協力を得て、
　簡単な手遊びや親子遊戯を愉しみ、人形劇を鑑賞。

１１月（１回）



（様式４）

事業名

17.読書

スタンプラリー

事業名

18.おはなしの会

　

事業名

19.こどもフェスタ

（夏休みは

「お楽しみ会」)

事業名

20.こども

　ワークショップ

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・こども達の読書活動・習慣化の推進
【目標】
・読書週間を盛り上げるイベントとして、幼児・小学生
　を対象により多くの本を借りる、異なるジャンルの図
　書にも挑戦頂き、達成者にはプレゼントを用意。
【内容】
スタッフが工夫したスタンプカードを配布、同期間中
・幼児には読んだ冊数だけ好きなシールを選んで貼る
・小学生は読んだ冊数や指定されたジャンルに応じて
　押したスタンプでビンゴの数を競ってもらう。

７－８月:課題図書

10－11月:読書週間

（各 約１ケ月間）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・図書への関心を高める読み聞かせ、子育て支援
【目標】
・当館で活動する朗読サークルの協力の下、多くの方に
　参加頂けるようイベントと併催で｢紙芝居｣等を開催。
【内容】
・ハロウィーンに、親子でかぼちゃのお菓子入れを作って
　もらい、お菓子を持って紙芝居を楽しみます。
・こどもフェアでは、キーボードによる効果音付きの名作
　おはなし会を開催、縁日を楽しんだ親子にマットで転が
　りながら楽しんでもらっています。

８月、１２月

　　（２回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・地域のこどもが集まって楽しんでもらえる催事の開催
【目標】
・子供たちに負担がかからないよう楽しく遊んでもらう。
・地域の年配者の方々にも縁日の世話係として協力頂き
　お子様たちとのふれあいを楽しんで貰います。
【内容】
・当館のX'mas会等として、ミニ縁日（射的やスーパー
　ボール掬い･ガチャガチャ）やワークショップ（手作り
　教室）、おはなし会等で楽しんで貰います。

８月、１２月

　　（２回）

目的・目標・内容等 実施時期・回数

【目的】
・子育て支援、Eco活動理解・幅広い世代交流
【目標】
・間伐材クラフトキット等を活用したワークショップ
　の開催、市（区）等の環境活動の紹介。
【内容】
地域のボランティア団体やサークルで活動する講師を招いて
・古着、古紙等を利用したクラフト作り体験
・伐採材を用いたクラフト作りを体験
を通してEco活動を紹介。

８月、１２月

　　（２回）



令和７年度桜ケ丘コミュニティハウス自己評価表 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

  計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

来館者ニーズを踏まえた施設運営に努め、施設利用者数の増加・

回復を目指す。  

ウ 公の施設としての管理

・幅広い年齢層が参加できる催事の企画・開催

・各活動サークルへの支援、サークル講師への協力要請

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反映

近隣幼稚園、小・中学校との情報交換、相互協力 

オ 利用者サービス向上の取組み

・毎日、清掃・点検作業の実施

・月次での「さくらの風」(広報紙)の作成・配布

・既存サークル活動の支援

・親子・高齢者が一緒に楽しめる自主事業の開催

・スタッフマニュアルの見直しと周知

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

・ミニマムな体制での管理運営を継続

ウ 緊急時の体制と対応計画

・自然災害（特別警報）に係る対応研修

・感染症等の発生状況に応じた柔軟な管理運営体制の見直し

(4)ア 設置理念を実現する運営内容

イ 利用促進策

・読書に関心を抱いて貰える催事の開催、蔵書の紹介

・既存サークル活動の支援

・親子・高齢者が一緒に楽しめる自主事業の開催

目標設定・自己評価合体版 



キ 本市重要施策に対する取組 

・子育て世代を支援する自主事業の開催 

・協働による地域コミュニティ再生の場、機会の提供 

・地域関連団体との積極的な情報共有 

   

ク アイデア提案を募った項目（該当施設）    

(5) 自主事業計画 

・子育て世代を支援していく事業 

・高齢者を中心に仲間作り、生涯学習を支援していく事業 

・読書活動を推進していく事業 

・目標：平均月４件、集客数 1,000名超 

   

(6) 地域コーディネートの取組について 

（地区センター、コミュニティハウスのみ） 

・環境保全等に係る市や区、近隣住民等の活動紹介、体験 

   

(6)又は(7) 施設の維持管理計画    

・老朽化設備に対する日常点検、必要な保守管理、清掃の実施 

・市・長期修繕予定の未実施／営業ｽﾍﾟｰｽ部へのフォロー 

   

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

   

イ 個人情報保護等の体制と研修計画    

・個人情報漏洩時の対応研修 

・新規スタッフに対するオンジョブ研修の拡充 

・スタッフコミュニケーション機会（全体研修）の確保 

   

財務 

事業計画書 

(6) 又は(7)施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

 

   

(7)又は(8)ア 収入計画の考え方    

イ 増収策    

ウ 支出計画 

・予算に応じた支出管理の徹底 

   

(4)カ ニーズ対応費の使途（地区センターのみ）    

    



その他 

（上記４つ

の視点以外

の項目があ

れば追記）

利用者等

の意見 

利用が減少しているこどもや学生に対するニーズや意見・要望

を把握できるよう、個別アンケートの取り方に工夫、また、関

係先との連絡・協議・調整を大事にしたい。 

その上で運営委員会等で意見・対応策を検討、調整し、利用者

会議等で諮っていくこととしたい。 

≪自己評価≫
Ａ：計画、目標を上回って実施  Ｂ：計画、目標を保持して実施  Ｃ：計画、目標を下回って実施

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載


